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1980

M-3S-1のランチャセット

M-3S-1集合写真

M-3S-1打上げ M管制室

1月18日

2月2日

2月17日

 
3月21日

 
 
4月

5月19日

6月29日

S-520-1打上げ

S-310-8打上げ

試験衛星「たんせい4」 
（MS-T4）/M-3S-1

「ペンシル」25年 
「おおすみ」10周年記念式 
（内之浦）

東京大学に「宇宙科学の 
ための中枢研究所」 
設立準備調査委員会設立

「でんぱ」大気圏突入

「たいよう」大気圏突入
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S-520-1打上げ おおすみ10周年を祝して　野村民也KSセンター・ロケット管制室

左から野村民也、斎藤成文、平尾邦雄

2月18日　南日本新聞
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1981

ランチャ・ドームからの初打上げ S-310-10

ドーム内でランチャセットされたS-310-10 打上げを待つS-310-10

S-310-10打上げ

1月22日

1月29日

2月21日

 
4月12日

4月14日

 

7月29日

8月24日

 
 
8月25日

 
9月

9月5日

9月7日

S-310-9打上げ

S-520-2打上げ

太陽観測衛星「ひのとり」
（ASTRO-A）/M-3S-2

スペースシャトル初飛行

文部省宇宙科学研究所
（ISAS）発足 
（東京大学宇宙航空研究所
を改組）

SB-735-1燃焼試験（能代）

ランチャ・ドームから 
初のロケット発射 
（S-310-10号機）

三陸大気球観測所 
開設10周年記念式典

IACG（ハレー彗星探査関係
機関連絡協議会）発足 
（パドヴァ／イタリア）

S-520-4打上げ

S-310-11打上げ
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ASRTO-Aの最終チェック

M-3S-2の飛跡、サブブースター分離

ASRTO-Aの上段ロケット組付け

宇宙科学研究所発足

衛星からのデータ受信

発足式で挨拶する森大吉郎所長

8月25日 2月22日　南日本新聞
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1982

M型ロケット発射装置竣工

K-9M-72とS-520-3

M管制室 森大吉郎所長、平尾邦雄還暦祝い

出番を待つ　K-9M-75、S-520-5、S-310-13

1982 
-1985年

2月14日

3月15日

 
4月30日

 
6月7日

 
8月10日

 
8月30日

9月6日

9月
24-29日

9月25日

10月25日

 
11月8日

国際中層大気観測計画
（MAP）

S-520-3打上げ

SB-735可動ノズルの 
駆動テスト

「はくちょう」銀河中心付近に
X線新星発見

「ひのとり」史上最大規模の
太陽フレア観測

深宇宙探査センター（臼田）
鍬入れ

Mロケット発射装置竣工

S-520-5打上げ

7トン及び10トンチャンネル
構造燃焼器燃焼試験（能代）

S-310-12打上げ

M-23-1TVC真空燃焼試験
（能代）

KSC開設20周年記念式



113

M型ロケット発射装置竣工式

KSC開設20周年記念式 KSC開設20周年の記念植樹をする糸川英夫

M型ロケット発射装置竣工式で挨拶する森大吉郎
所長

KSC開設20周年記念式で挨拶する糸川英夫博士

8月31日　南日本新聞 4月10日　南日本新聞

KSC開設20周年記念寄せ書き
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1983

M-3S-3のランチャセット

M組立て室

コントロールセンターの飛翔保安管制卓 「てんま」/ASTRO-B

打上げ後のロケットランチャ

1月23日

2月20日

 
5月13日

5月26日

 
6月11日

 
8月29日

 
9月12日

9月16日

11月25日

11月28日

「たんせい2号」大気圏突入

X線天文衛星「てんま」
（ASTRO-B）/M-3S-3

「たんせい4号」大気圏突入

日本海中部地震発生 
能代実験場津波に襲われる

インドネシア日蝕気球 
共同実験

S-520-6号機、MINIX 
回収ともに成功

S-310-13打上げ

S-310-14打上げ

森大吉郎所長逝去（61歳）

粒子加速器を用いた 
宇宙科学実験（SEPAC）
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雪化粧した「おおすみ」記念碑

内之浦町の夏まつりに参加 内之浦町の夏まつりに参加

M-3S-3成功記念寄せ書きS-520-6搭載機器分離試験

内之浦町の夏まつりに参加

3月　南日本新聞 12月16日　南日本新聞
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1984

EXOS-C M-3S-4のランチャセット

整備塔内のM-3SII-1

2月14日

 
7月31日

 
6月30日

 
8月
17~18日 

8月28日

 
 
10月31日

中層大気観測衛星「おおぞら」
（EXOS-C）/M-3S-4

M-3SⅡ型用にM型ロケット
発射装置改装工事終了

M-3B-2地上燃焼試験 
（能代）

第1回宇宙科学研究所 
一般公開 
（相模原キャンパス）

M-3SⅡロケット 
ノーズフェアリング開頭試験
（相模原）

臼田宇宙空間観測所開設
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MS-T5と実験班

EXOS-Cからの信号を待つ 豆まき隊と鬼たち

MS-T5と平尾邦雄

M-3SII-1集合写真

故森大吉郎所長のご家族とKSC職員

6月16日　南日本新聞 12月28日　南日本新聞
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1985

M-3SII-2フライトオペ集合写真

M-3SII-1 M-3SII-2

夜も作業が続くM台地 ノーズフェアリングかぶせ

1月8日

 
 
2月7日

2月11日

4月16日

7月

8月19日

ハレー彗星探査試験機 
「さきがけ」 
（MS-T5）/M-3SⅡ-1

S-310-15打上げ

S-520-7打上げ

「はくちょう」大気圏突入

秋田県由利郡岩城町が 
道川海岸に日本ロケット 
発祥記念之碑建立

ハレー彗星探査機「すいせい」
（PLANET-A）/M-3SⅡ-2
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M本部にてチーフ会議

成功を喜び合う実験班と内之浦町の方々さきがけ」/MS-T5（左）と「すいせい」/PLANET-A

ロケットからのデータを受信 祝賀会で飛翔ビデオに見入る実験班

1月9日　毎日新聞 8月19日　南日本新聞
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1986

日中共同大洋横断気球実験

シュミットカメラで連夜ハレー彗星の撮影に取り組む ハレー彗星（シュミットカメラで撮影）

日中共同大洋横断気球実験 日中共同大洋横断気球実験

2月1日

3月8日

 
3月11日

 
6月14日

7月25日

 
 
8月

 
8月2日

 
8月27日

 
9月6日

9月30日

 
10月15日
-11月7日

11月

S-310-16打上げ

「すいせい」 
ハレー彗星最接近

「さきがけ」 
ハレー彗星最接近

有翼飛翔体滑空実験（能代）

日中共同大洋横断気球 
1号機B5-C1 
（内之浦から中国）

ペネトレータ発射実験 
始まる

KM-D-1真空燃焼試験 
（能代）

オーストラリア気球 
赤外線観測

S-310-17打上げ

宇宙空間観測30年記念式典
（都内）

TP-X01-1ターボポンプ 
試験（能代）

第6回IACG開催 
（パドヴァ／イタリア） 
ローマ法王謁見
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M-3SII-3尾翼筒と実験班

国民宿舎銀河荘

内之浦町協力会 内之浦町協力会会長挨拶

3月11日　南日本新聞 7月23日　南日本新聞
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1987

K-9M-80と赤外線グループ

大気球搭載機器の組立て 大気球搭載機器放球準備

アンテナ群 S-520-8

1月15日

2月5日

 
2月22日

 
 
2月23日 

5月

 
5月29日

 
7月6日 
-19日

7月29日、
8月3日

9月

 
9月、11月

 
10月19日
-23日

11月8日

12月14日

S-520-9打上げ

X線天文衛星「ぎんが」
（ASTRO-C）/M-3SⅡ-3

S-520-8打上げ 
おとめ座銀河団の紫外域 
2次元撮像

K-9M-80でサブミリ波観測 
宇宙背景放射の異常を発見

宇宙基地利用研究センター
開設

三陸大気球観測所 
大窪山受信点完成

「すいせい」を用いた 
太陽オカルテーション実験

日中共同大洋横断気球 
（内之浦から中国）

「ぎんが」超新星SN1987A
からのX線を検出

エキスパンダーサイクル 
エンジン燃焼試験（能代）

有翼飛翔体第2回滑空実験 
（能代）

銀河連邦（相模原、能代、 
三陸、臼田、内之浦）建国式
（相模球場）

日米共同テザーロケット実験
（米国ホワイトサンズ）
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コントロールセンターASTRO-Cと交信中のSAテレメータセンター

M-3SII-3

歴代の千羽鶴内之浦の町を見下ろす森記念庭園

2月6日　南日本新聞 8月11日　南日本新聞
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1988

日中共同大洋横断気球実験

日中共同大洋横断気球実験

M-3SII-4

S-310-18のランチャ載せ S-310-1８の搭載機器と伊藤富造、西村純

M-3SII-4第３段モータと実験班

日中共同大洋横断気球実験

1月26日

2月10日

 
3月18日

 
 
4月26日

 
7月29日、
8月3日

12月26日

S-310-18打上げ

相模原キャンパスへの 
移転作業開始

「おおぞら」と「ぎんが」 
日本上空付近の皆既日食 
観測

「ぎんが」こぎつね座の 
X線新星を発見

日中共同大洋横断気球実験 

「おおぞら」大気圏突入                                                                                        
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実験場空撮 定年職員を送る会 野球大会

1月8日　南日本新聞 9月2日　南日本新聞
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1989

M-3SII-4打上げ

M管制室

EXOS-DEXOS-Dと実験班

EXOS-Dの信号を待つ ランチャ管制卓

M管制室

1月19日

2月1日

2月22日

 
4月

 
8月25日

 
9月5日

 
9月30日

「てんま」大気圏突入

S-310-19打上げ

磁気圏観測衛星「あけぼの」
（EXOS-D）/M-3SⅡ-4

宇宙科学研究所、東京都から 
神奈川県相模原市に移転

ボイジャー・海王星日米協力
電波科学実験成功（臼田）

S-520-10 
宇宙背景放射の観測に成功

内之浦20mφパラボラ 
空中線装置完成
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M-3SII-4成功記念寄せ書き バイパーロケット

うちのうら銀河マラソン 宇宙研チーム 子どもたちも踊りで盛り上げ

2月23日　南日本新聞 5月12日　南日本新聞


